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国
壇
嵩
q
o
け
溶
餌
ω
Φ
ヨ
簿
鵠
b

］
）
O
吋
三
口
騰
儀
①
腎
閃
周
O
凶
ゲ
O
回

心
・
》
自
ぬ
」
H
り
①
G
◎
〉
い
こ
固
O
ω
G
（
旨
．
○
φ
鼠
。
ゲ
び
8
難
び
ぎ
α
q
ゆ
⇔
）

　
著
者
ケ
ー
ゼ
マ
ン
は
、
ブ
ル
ト
マ
ソ
単
派
に
属
す
る
す
で
に
薯

名
な
新
約
学
者
で
あ
り
、
ブ
ル
ト
マ
ソ
神
学
を
批
判
的
に
継
承
し
、

独
自
の
道
を
開
拓
し
つ
つ
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
ケ
ー
ゼ
マ
ン

の
そ
の
鋭
敏
な
間
題
意
識
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
、
「
史
的
イ
エ

ス
の
問
題
」
「
新
約
聖
書
と
黙
示
軍
学
と
の
関
連
の
問
題
」
、
「
神
の

義
の
聞
題
」
、
な
ど
と
い
う
、
新
約
聖
書
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
重

要
な
開
題
提
起
が
な
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
論
議
を
呼
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
本
書
も
又
、
ケ
ー
ゼ
マ
ソ
自
身
が
語
る
如
く
、
新
約
聖
書

と
現
代
神
学
と
に
関
す
る
「
論
争
書
」
（
鉱
器
ω
口
口
＄
。
プ
嵩
｛
r
ω
．
3

な
の
で
あ
り
、
出
版
後
一
年
に
し
て
毒
中
を
重
ね
た
。

　
木
書
を
貫
く
ケ
ー
ゼ
マ
ン
の
意
図
は
明
ら
か
で
あ
り
、
　
「
キ
リ

ス
ト
教
的
自
由
と
い
う
事
柄
」
⑤
冨
ω
⇔
o
げ
①
創
葭
。
ゲ
菖
ω
島
。
げ
鶴

閃
諺
筥
鉱
¢
か
ら
新
約
聖
書
全
体
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に

あ
る
（
ω
．
ゆ
）
。
本
書
は
七
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
ケ

ー
ゼ
マ
ン
が
「
自
由
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
新
約
諸

文
書
を
見
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
三
章
を
そ
れ
ぞ
れ
簡
単
に
紹
介

し
よ
う
。

　
策
一
章
「
イ
エ
ス
ぱ
自
由
で
あ
っ
た
か
ア
」
は
、
一
九
五
二
年

に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
教
会
で
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
や
は
り

二
〇
年
と
い
う
時
の
隔
た
り
、
情
況
と
所
の
相
違
、
福
音
書
研
究

の
推
移
と
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
、
　
こ
こ
で
は
、
最

後
の
結
論
部
分
の
み
を
示
し
て
お
き
た
い
。
ケ
ー
ゼ
マ
ソ
に
よ
る

と
、
イ
エ
ス
は
、
た
ぐ
い
ま
れ
な
程
自
由
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
は

「
神
の
子
の
自
由
」
に
立
っ
て
生
き
、
　
そ
し
て
死
に
、
背
為
し
、

そ
し
て
語
っ
た
。
イ
エ
ス
以
来
、
か
つ
イ
エ
ス
を
通
じ
て
、
こ
の

「
神
の
子
の
自
由
」
が
福
音
の
真
の
特
徴
と
な
り
、
　
キ
リ
ス
ト
教

的
と
呼
ば
れ
る
す
べ
て
の
こ
と
の
決
定
的
な
標
識
と
な
っ
た
の
で

あ
る
（
ψ
窃
し
。
）
。
パ
ゥ
ロ
、
ヨ
ハ
ネ
ら
は
、
こ
の
イ
エ
ス
の
「
自
由
」

を
、
自
分
達
の
現
実
の
巾
で
表
出
し
、
そ
れ
を
「
福
音
」
と
し
て

把
握
し
語
っ
た
の
で
あ
る
。

　
策
二
章
の
「
自
山
川
の
福
音
勲
ご
と
は
、
マ
ル
コ
玉
音
書
で
あ
．
る
。
、
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ケ
：
ゼ
マ
ン
は
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
内
発
の
「
熱
狂
」
（
国
民
7
午

㏄
β
ω
露
霧
）
に
極
め
て
高
い
神
学
的
価
値
と
実
践
約
意
義
を
与
え

（
ω
．
0
9
、
キ
リ
ス
ト
教
的
自
由
は
、
こ
の
「
熱
狂
」
な
し
に
は
存

し
な
か
っ
た
と
秘
5
え
る
（
ω
．
『
じ
。
マ
ル
コ
福
血
旧
壁
旧
は
、
ま
さ
に
こ

の
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
「
熱
狂
」
か
ら
直
接
的
に
生
じ
た
も
の
で

あ
る
窃
．
刈
聾
。
し
か
し
な
が
ら
、
正
統
…
教
会
ぱ
、
こ
の
「
熱
狂
」

と
「
自
由
」
と
を
常
に
蔽
い
隠
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
マ
ル
コ
福

」…

c．

@
、
最
近
ま
で
、
他
の
福
音
書
の
陰
に
置
か
れ
て
き
た
の
で

あ
る
（
ψ
鳶
色
。
）
。
マ
ル
コ
福
音
警
の
中
心
テ
ー
マ
は
、
神
の
下

直
の
地
上
へ
の
．
顕
現
で
あ
り
、
こ
の
神
の
麦
配
と
と
も
に
、
地
上

の
銀
難
と
サ
タ
ン
の
試
み
の
中
か
ら
「
自
由
の
王
国
」
が
現
わ
れ

始
め
て
い
る
（
ω
．
刈
9
。
　
マ
ル
コ
は
、
　
「
地
上
の
非
悪
霊
化
篇
（
象
¢

国
葺
霜
月
〇
三
。
。
冨
増
ニ
コ
α
q
⊆
①
目
引
乱
¢
）
に
つ
い
て
語
っ
て
お
り
（
ψ

刈
9
、
　
マ
ル
コ
に
お
い
て
、
イ
エ
ス
は
「
悪
霊
の
偉
大
な
る
征
服

者
」
で
あ
る
窃
．
刈
き
。
　
マ
ル
コ
は
、
岡
閥
世
界
全
体
に
充
ち
て

い
た
「
救
済
の
叫
び
」
鴇
江
α
の
二
君
σ
q
。
・
毎
｛
）
を
・
取
り
上
げ
た
の
で
あ

り
、
　
ほ
か
な
ら
ぬ
「
自
由
の
福
音
欝
」
（
爵
笏
閃
く
餌
コ
σ
q
本
経
一
ヨ
鳥
窪

国
器
チ
蝕
じ
を
書
い
た
の
で
あ
る
（
ψ
刈
9
。

　
第
三
章
「
復
活
神
学
の
賛
否
論
」
で
は
、
パ
ウ
ロ
神
学
が
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
ケ
ー
ゼ
マ
ン
の
立
場
は
、
極
め
て
明
瞭
で
あ
り
、

一
貫
し
て
〈
十
字
架
の
み
〉
（
。
・
○
㌶
。
壁
邑
を
強
調
す
る
。
端
的
に

一、
鼈鼬

う
と
、
　
「
復
活
は
十
字
架
の
使
信
の
一
側
面
で
あ
り
、
　
十
宇
架

復
活
教
義
の
露
の
弔
な
る
一
章
な
の
で
は
な
い
」
（
ψ
⑩
O
）
の
で

る
。
そ
し
て
、
こ
の
十
揺
架
の
神
学
の
み
が
、
「
着
目
的
な
服
従

熱
狂
的
な
専
横
と
の
間
」
（
N
芝
ぼ
O
落
ご
醒
八
隅
誌
⑦
ヨ
0
9
0
拳
9
ヨ

知
山
¢
翼
『
色
霧
篇
ω
o
げ
¢
肖
タ
N
壼
汀
二
ご
の
正
し
い
場
所
を
、
神
の
子

自
由
に
対
し
て
与
え
得
る
（
ψ
箋
）
。
十
字
架
の
下
で
の
み
、
人

は
自
由
で
あ
り
、
「
人
閥
の
人
間
化
一
（
象
①
ζ
2
峯
。
『
芝
Φ
鼠
毒
σ
q

。
。
ζ
¢
諺
。
げ
¢
息
が
生
ず
る
（
ψ
ε
ご
。
キ
リ
ス
ト
教
的
自
由

、
復
活
の
結
果
で
は
な
く
、
　
「
待
望
さ
れ
た
復
活
の
先
取
り
扁

ユ
一
¢
〈
o
目
毒
①
σ
q
崇
臼
ヨ
。
臼
芝
貧
窓
搭
同
〉
戸
一
｛
韓
≦
霧
｝
（
§
α
Q
）
で
あ
る

ω
・
箋
）
。
　
「
復
活
神
学
」
は
、
　
こ
の
白
由
を
決
し
て
実
現
し
え
な

の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
湖
乏
し
歪
…
め
る
の
で
あ
り
、
「
十
宰
架

学
と
な
ら
な
い
復
活
神
学
は
、
コ
リ
ン
ト
の
例
が
示
す
如
く
、

可
心
的
に
狂
信
　
窃
。
財
毛
霞
目
¢
犀
一
）
に
お
ち
い
る
」
（
ω
’
目
ト
ド
）
。

…
ゼ
マ
ソ
に
よ
る
と
、
　
パ
ウ
ロ
は
　
「
国
幣
の
神
学
者
」
（
篇
巽

、冨

B
δ
α
q
¢
匙
費
男
器
一
剛
尾
月
）
で
あ
り
（
ω
・
り
」
、
ゼ
閤
○
け
し
。
b
に
h
の

す
べ
て
あ
な
た
が
た
の
も
の
、
　
し
か
し
、
あ
な
た
が
た
は
キ
ジ
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ス
ト
の
も
の
偏
と
い
う
逆
説
的
な
言
葉
が
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
的

自
由
を
正
し
く
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
ω
島
8
）
。
熱
狂
主
義
者

達
（
繕
①
国
葺
｝
霞
ω
冨
珍
①
p
）
は
、
「
す
べ
て
あ
な
た
が
た
の
も
の
」

と
い
う
自
由
を
認
め
た
点
に
お
い
て
全
く
正
し
い
（
ω
．
H
O
9
。
し

か
し
、
彼
ら
は
、
「
あ
な
た
が
た
は
キ
リ
ス
ト
の
も
の
」
と
い
う

キ
リ
ス
ト
教
的
自
由
の
限
界
（
融
①
○
話
β
N
Φ
儀
費
。
冨
尻
馬
嵩
。
ケ
①
ロ

牢
Φ
静
陣
中
）
を
再
三
折
り
砕
く
の
で
あ
り
（
ω
。
δ
①
）
、
パ
ウ
ロ
は
、

こ
の
点
に
お
い
て
彼
ら
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
（
ω
噛
8
刈
）
。

　
第
四
章
「
教
会
化
さ
れ
た
自
由
一
で
は
、
ヘ
ブ
ル
書
を
除
き
、

パ
ウ
ロ
以
後
の
諸
書
簡
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
ほ
と
ん

ど
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
熱
狂
主
義
と
の
論
争
の
中
で
成
立
し
た

も
の
で
あ
り
、
熱
狂
主
義
を
排
除
す
る
と
と
も
に
、
「
自
由
」
も
そ

の
根
源
的
生
命
を
喪
失
す
る
に
翌
る
。
ケ
…
ゼ
マ
ン
の
言
葉
に
よ

る
と
、
自
由
は
、
も
は
や
キ
リ
ス
ト
者
と
そ
の
教
会
の
全
生
命
を

支
え
る
力
あ
る
「
奔
流
」
（
ω
霞
。
ヨ
）
で
は
な
く
、
他
の
諸
要
素
と

並
ん
で
、
教
会
の
指
導
に
よ
っ
て
配
さ
れ
る
「
水
路
」
（
カ
ヨ
湯
嚢
。
一
）

と
な
っ
て
い
る
（
ω
」
顧
）
。
そ
こ
で
は
、
美
し
い
形
式
が
、
根
源

的
で
力
に
充
ち
た
思
考
の
代
用
を
し
て
お
り
（
G
o
”
目
9
、
「
キ
リ
ス

ト
教
的
自
由
」
は
、
飼
い
な
ら
さ
れ
、
教
会
化
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
ω
■
μ
Q
ゆ
ω
）
。
　
ケ
ー
ゼ
マ
ソ
は
、
　
今
日
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
お
い

て
も
、
キ
リ
ス
ト
者
と
そ
の
教
会
の
自
由
は
、
全
く
「
月
臨
み
な

言
葉
」
（
ω
o
江
p
。
α
q
≦
o
琶
と
な
っ
て
い
る
と
批
判
し
（
ω
．
H
ω
軽
）
、
教

会
の
革
新
、
「
教
会
の
非
神
話
化
」
（
隻
①
国
葺
ヨ
旨
7
0
δ
σ
q
巨
①
遷
鵠
α
q

傷
角
囚
嬬
。
ゲ
ρ
ω
．
二
心
）
を
主
張
す
る
。

　
第
五
章
門
遠
い
道
」
で
は
、
ヘ
ブ
ル
書
と
ル
カ
神
学
が
扱
わ
れ

る
。
ケ
ー
ゼ
マ
ン
は
、
ヘ
ブ
ル
二
八
の
主
鞘
燭
を
「
終
末
的
な
神
の
民
の

さ
す
ら
い
扁
（
象
①
芝
p
巳
費
ω
畠
p
坤
匹
①
の
①
巳
N
Φ
臨
8
ゲ
窃
○
◎
簿
＄
－

く
○
節
①
ρ
G
っ
．
窃
心
）
と
考
え
る
。
信
仰
者
は
、
こ
の
地
上
で
は
「
旅

人
」
で
あ
り
「
寄
留
老
」
で
あ
り
、
天
に
あ
る
故
郷
を
求
め
て
さ

す
ら
い
の
旅
を
つ
づ
け
る
（
瞑
ゆ
げ
．
に
口
ω
ー
ド
①
）
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
も
見
ら
れ
る
如
く
、
「
絶
え
ざ
る
脱
出
」
（
庫
興

α
窪
①
諺
島
①
国
×
o
曾
ω
）
は
、
　
キ
リ
ス
ト
教
的
自
撫
の
裏
面
で
あ
る

（QQ

ｹ
蜜
）
。
「
荒
野
を
進
む
こ
と
」
（
芝
密
冨
⇒
曽
α
q
）
が
な
け
れ
ば
、

「
約
束
の
地
」
も
存
し
な
い
。
「
神
の
御
意
志
に
日
々
、
毎
朝
、
出

会
わ
ん
が
た
め
に
、
古
き
も
の
を
放
棄
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
の

み
が
自
歯
」
（
ω
●
感
0
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ル
カ
に
よ
る
二
巻
も
、

ヘ
ブ
ル
書
と
は
異
な
っ
た
仕
方
で
は
あ
る
が
、
こ
の
「
遠
い
道
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
含
ん
で
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
救
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済
史
」
（
寓
¢
一
『
讐
ω
〇
三
。
一
詳
①
）
で
あ
．
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ケ
ー
ゼ

マ
ソ
に
よ
る
と
ル
カ
に
お
い
て
は
、
ヘ
ブ
ル
書
の
よ
う
な
「
荒
野
を

通
る
巡
礼
者
の
天
へ
の
旅
」
で
は
な
く
、
血
と
涙
の
な
い
「
勝
利
の

行
進
」
（
ω
獲
σ
q
③
ω
讐
σ
Q
＞
で
あ
る
（
ω
．
δ
9
。
従
っ
て
、
「
ル
カ
の
宣
教

は
、
十
字
架
の
説
教
（
三
型
o
N
霧
鷲
¢
象
讐
）
で
は
な
い
」
（
G
っ
．
H
①
」
。

ル
カ
は
、
福
音
を
キ
夢
ス
ト
教
と
同
一
視
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
ω
．
嵩
ω
）
。
ケ
ー
ゼ
マ
ン
ぱ
、
ル
カ
神
学
を
批
糊
す
る
。

　
第
六
章
「
空
腹
な
人
た
ち
と
義
に
飢
え
か
わ
い
て
い
る
人
た

ち
」
は
、
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
を
論
ず
る
。
ル
カ
と
異
な
っ
て
、
ケ
ー

ゼ
マ
ン
は
、
圃
じ
く
「
キ
リ
ス
ト
の
勝
利
」
を
伝
え
て
い
る
ヨ
ハ

ネ
黙
示
録
を
極
め
て
高
く
風
戸
す
る
。
ケ
ー
ゼ
マ
ン
に
よ
る
と
、

新
約
聖
書
の
中
で
、
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
の
み
が
、
ロ
ー
マ
帝
国
に
対
す

る
敵
意
と
憎
し
み
を
描
い
て
い
る
（
ψ
く
£
。
　
つ
ま
り
、
ヨ
ハ
ネ

黙
示
録
に
お
い
て
、
キ
ジ
ス
ト
教
的
自
曲
は
、
政
治
的
、
革
命
的

行
為
と
結
合
し
て
い
る
（
ψ
ミ
α
）
の
で
あ
．
り
、
そ
れ
は
決
し
て
地

と
で
の
平
穏
（
甥
郎
冨
）
の
た
め
に
存
す
る
の
で
は
な
い
（
ψ
ト
。
。
①
）
。

イ
エ
ス
の
十
字
架
は
、
そ
の
に
な
い
予
を
地
上
に
お
い
て
は
、
常

に
、
．
2
δ
ヨ
窪
侮
聾
凱
”
、
（
ψ
H
。
。
§
　
へ
と
導
き
、
殉
教
を
命
ず
る

（
ψ
一
〇
Q
G
O
）
。
　
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
の
も
う
一
つ
の
驚
く
べ
き
特
筆
は
、

教
会
全
体
へ
の
「
悔
い
改
め
と
裁
き
の
説
教
」
（
象
①
じ
u
島
占
巳

○
㊦
エ
9
窃
鷲
①
盛
σ
q
ご
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
（
ω
」
胡
）
。
　
キ
リ
ス

ト
の
教
会
が
生
き
る
た
め
に
は
、
死
な
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る

（
ψ
H
G
Q
刈
）
。

　
最
後
の
第
七
章
「
御
言
葉
の
下
の
自
由
」
は
、
ヨ
ハ
ネ
三
音
書

に
つ
い
て
語
る
。
「
真
理
は
、
あ
な
た
が
た
を
自
由
に
す
る
だ
ろ

う
」
（
O
Q
噸
ω
き
と
い
う
鍵
旬
に
の
み
ケ
ー
ゼ
マ
ン
は
留
ま
る
。
　
ヨ

ハ
ネ
に
お
い
て
、
イ
エ
ス
自
身
が
真
理
で
あ
り
、
キ
ジ
ス
ト
者
に

自
由
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
ヨ
ハ
ネ
は
、
マ
ル
コ
偏
音
書
の
自

由
の
使
信
を
拾
い
上
げ
て
い
る
（
ω
．
ち
G
。
）
。
イ
エ
ス
が
復
活
し
た

と
い
う
こ
と
は
、
御
壷
葉
に
お
い
て
、
イ
エ
ス
が
我
々
の
現
在
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
ψ
鴇
（
）
9
。
そ
の
「
復
活
」
に
よ

っ
て
我
々
ぱ
「
自
由
」
に
な
る
。
ヨ
ハ
ネ
に
お
い
て
、
こ
の
「
自

由
」
を
与
え
る
の
は
、
イ
エ
ス
自
身
で
あ
り
、
教
会
の
伝
統
と
教

義
学
は
、
ケ
ー
ゼ
マ
ン
に
よ
る
と
、
そ
の
イ
エ
ス
を
飼
い
な
ら
す

（岱

B
ヨ
霧
甑
獣
興
①
質
）
試
み
で
あ
る
（
ω
．
じ
。
（
）
じ
。

　
以
上
、
ケ
ー
ゼ
マ
ン
の
窯
張
を
、
各
章
毎
に
簡
単
に
紹
介
し
て

き
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
本
書
に
お
い
て
は
、
新
約
聖
書
全
体
が
、
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一
貫
し
て
「
自
由
の
叫
び
」
（
伽
費
知
焦
鳥
学
齢
話
子
蝕
叶
）
の
下
に

把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ケ
ー
ゼ

マ
ン
は
、
中
で
も
、
　
マ
ル
コ
と
ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
、
　
パ
ウ
ロ
と

ヘ
ブ
ル
書
、
そ
し
て
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
を
特
に
強
調
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

　
本
書
は
、
新
約
聖
書
の
自
由
に
関
す
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
学
術

論
文
（
た
と
え
ば
、
囚
噸
2
冨
山
賃
警
固
ヨ
Φ
斜
b
ミ
，
b
口
薬
㌧
，
ミ
駄
ミ
。

箏
、
職
ミ
糠
賊
ミ
冬
黛
§
§
惹
へ
、
℃
ミ
、
ド
目
㊤
㊦
①
）
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ

る
「
儒
仰
告
白
運
動
」
（
じ
d
¢
障
窪
三
島
の
げ
①
毛
①
σ
q
二
口
σ
q
）
と
い
う
著
者

の
具
体
的
な
活
動
の
場
に
お
い
て
、
そ
し
て
、
教
会
の
内
的
使
用

の
た
め
に
語
ら
れ
、
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
（
ω
．
刈
）
。
そ
の
論
述

の
半
分
以
上
は
、
現
実
の
世
界
と
教
会
へ
の
現
状
分
析
と
批
判
で

あ
り
、
本
書
は
、
む
し
ろ
実
践
の
書
と
言
え
よ
う
。

　
ケ
ー
ゼ
マ
ン
の
出
発
潜
｛
は
、
　
「
教
ム
云
の
世
界
的
な
〃
厄
機
」
（
①
ぎ
Φ

芝
①
犀
甫
虫
8
猷
零
三
繋
げ
①
囚
甑
ω
Φ
）
と
い
う
厳
し
い
現
実
の
決
定
的

な
認
識
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
危
機
の
最
も
深
い
原
困
は
、

ケ
ー
ゼ
マ
ン
に
よ
る
と
、
教
会
に
与
え
ら
れ
、
教
会
を
召
し
て
い

る
「
痴
霞
」
を
、
他
な
ら
ぬ
教
会
自
身
が
見
失
な
っ
て
い
る
こ
と

に
あ
る
（
ω
．
O
）
。
　
ヤ
リ
ス
ト
者
と
そ
の
教
会
は
、
　
今
日
、
　
こ
の

「
玉
出
」
を
再
び
新
た
に
掘
り
起
こ
し
、
そ
の
「
自
由
篇
に
よ
っ
て

自
己
自
身
を
呼
び
起
こ
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
ω
。
Φ
）
。

本
書
の
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
著
者
の
新
約

嬰
書
へ
の
学
的
探
究
の
成
果
と
、
深
く
鋭
い
実
存
的
問
題
意
識
の

持
続
と
の
美
し
い
結
陥
で
あ
り
、
極
め
て
説
得
力
の
あ
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
は
、
決
し
て
単
な
る
「
キ

リ
ス
ト
教
的
実
践
へ
の
入
門
書
扁
で
は
な
く
、
ケ
ー
ゼ
マ
ソ
の
需

葉
に
よ
る
と
「
真
の
、
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
中
心
の
神
学
へ
の
憐

熱
的
な
訴
え
」
（
Φ
ぎ
岡
①
嬢
魯
。
。
。
｝
峯
｛
島
。
財
2
》
隠
①
に
碧
魚
⇒
①
巴

器
。
簿
①
P
⇒
餌
ヨ
嵩
。
ゲ
。
ゲ
ユ
ψ
8
N
①
三
ユ
ω
0
7
①
p
↓
ゲ
①
o
δ
σ
q
｝
ρ
ω
■
N
O
Q
Q
）

な
の
で
あ
る
。

　
キ
リ
ス
ト
の
復
活
の
力
は
、
「
地
上
の
今
日
、
こ
こ
に
お
い
て
」

含
営
罵
蝕
。
。
O
ゲ
Φ
O
出
①
艮
Φ
¢
口
伽
鵠
冨
H
）
、
キ
リ
ス
ト
教
的
自
由
と
し

て
実
現
さ
れ
る
（
ψ
笛
O
刈
）
。
　
キ
リ
ス
ト
教
的
自
由
は
一
そ
し
て

そ
れ
の
み
が
／
一
「
先
取
り
さ
れ
た
死
者
か
ら
の
復
活
し
（
臼
①

〈
O
H
≦
①
σ
q
σ
q
Φ
8
ヨ
溝
Φ
麓
》
薫
辛
の
8
ず
O
⇔
σ
q
＜
o
⇒
下
之
6
0
搭
⇒
）
で
あ

り
、
そ
れ
は
、
天
で
完
成
さ
れ
る
前
に
、
こ
の
地
上
で
我
々
に
よ

っ
て
証
し
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
ω
■
悼
O
り
）
。
こ
の
「
自
由
の
叫
び

へ
の
戦
い
が
教
会
史
．
を
貫
通
し
て
い
る
」
（
U
2
囚
p
ゆ
ヨ
覧
自
葉
山
Φ
昌
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菊
錬
窪
霞
閃
窓
チ
¢
犀
α
ξ
o
｝
】
蕊
①
二
二
①
囚
酵
。
げ
①
⇔
σ
q
Φ
ω
o
『
一
〇
巨
①
．

ψ
G
。
）
の
で
あ
り
、
ケ
ー
ゼ
マ
ン
に
よ
る
と
、
そ
の
「
戦
い
」
は
、

あ
ら
ゆ
る
健
代
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
キ
リ
ス
ト
者
の
生
に
お
い

て
絶
え
ず
に
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
ψ
り
）
。

　
本
書
に
お
い
て
、
　
ケ
ー
ゼ
マ
ン
は
、
し
ば
し
ば
、
　
「
我
々
の
世

代
」
、
「
私
の
阯
代
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
至

る
と
こ
ろ
で
、
第
二
次
大
戦
下
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
特
殊
な
状
況

と
体
験
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
叙
述
は
、
我
々
の
園
に

お
け
る
我
々
の
世
代
の
我
々
の
状
況
と
の
根
本
的
栢
違
性
を
我
々

に
確
認
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
我
々
自
身
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
の

現
実
の
只
中
か
ら
、
　
「
自
由
の
叫
び
へ
の
戦
い
」
　
を
新
た
に
始
め

る
べ
き
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
書
に
お
け
る
ケ

：
ゼ
マ
ソ
の
「
自
由
の
叫
び
」
雀
賃
磁
気
創
霞
目
冨
岸
鉱
け
）
は
、

す
べ
て
の
キ
ジ
ス
ト
者
を
、
こ
の
戦
い
へ
と
導
き
、
鼓
．
舞
せ
し
め

る
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
、
本
書
は
、
召
喚
と
論
争
の
書
で
あ

る
と
欝
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
滝
沢
武
人
）

　
　
　
昭
年
四
十
五
年
度
行
事
報
告

○
第
九
回
大
会
　

ヒ
月
十
三
思
事
・
藤
女
．
掌
大
学

理
審
会

総
　
　
会

　
昭
和
四
十
四
年
度
行
事
、
会
計
、
会
計
職
査
報
告

議
　
　
　
題

　
一
、
役
員
改
選
の
件

　
二
「
公
開
講
演
会
の
件

　
三
、
次
期
大
会
の
件

　
四
、
「
基
督
数
学
」
第
六
号
発
行
に
関
す
る
件

総
会
決
定
事
項

　
一
、
新
役
員
は
次
の
通
り
と
す
る
。

　
へ
》
、π
歪
　
　
．
長
〕

〔
会
計
監
査
〕

〔
理
　
　
事
〕

　
公
開
講
演
会
は
秋
に
江
別
か
旭
田
川
で
行
な
う
。

三
、
次
期
大
会
は
北
星
学
園
大
学
に
お
い
て
行
な
う

　
学
会
に
続
く
月
曜
日
。

四
、
基
督
数
学
第
六
号
の
編
集
委
員
は
次
の
通
り
と
す
る
。

　
浅
井
正
三
、
宇
野
光
雄
、
繍
藤
邦
雄
、
近
野
亘
、
山
崎
保
興
、

x
n幹

は
北
星
季・

園
大

学
に
お

い
て
行
な
う
　o

時
期

は

北
朋：

甫
厨

会

は

楚謬
；
｝

危
學
壷
慌

人
　1

土

爾　雄
貝

行
麿
　x

木
幹

雄
　N

近
野

具

白
井

暢
明
　ts

滝
沢

x

大
出

哲
　N

hi．1

藤
ナll

雄
　x

原

夫
　N

山
崎
保
興

浅
井
正

　x

石
沢

郎
　x

石
沢

徹
　h

伊

N

噤f

野
光

海中
老川
沢・秀

縦恭
道

渡
部
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